
令和４ 年９ 月２ ７ 日（ 火） 1 3 : 3 0 ～1 6 : 0 0

場所: 浦添市役所 ９ 階講堂
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浦添市軍用地跡地利用計画審議委員会規則

（ 趣旨）
第１ 条 こ の規則は、 浦添市附属機関設置に関する条例（ 昭和47年条例第４ 号） 第３ 条の規定に

基づき 浦添市軍用地跡地利用計画審議委員会（ 以下「 委員会」 と いう 。 ） の組織運営その他必
要な事項を定めるも のと する。

（ 位置）
第２ 条 委員会は、 企画部内に置く 。
（ 任務）
第３ 条 委員会は、 市⾧の諮問に応じ て軍用地跡地利用計画に関するこ と を 調査審議する。
（ 組織）
第４ 条 委員会は、 委員17人以内を も っ て組織する。
２ 委員は、 次に掲げる者のう ちから 市⾧が委嘱し 、 又は任命する。

(1 ) 学識経験者
(2) 各分野の有識者
(3) 地主会の代表者
(4) 市民の代表者
(5) 国又は地方公共団体の職員

（ 任期）
第５ 条 委員の任期は、 ２ 年以内と する。 ただし 、 再任を 妨げない。
２ 補欠委員の任期は、 前任者の残任期間と する。
（ 会⾧及び副会⾧ ）
第６ 条 委員会に会⾧及び副会⾧を 置き 、 委員の互選により 定める。
２ 会⾧は、 委員会を 代表し 、 会務を 総理する。
３ 副会⾧は、 会⾧を 補佐し 、 会⾧に事故あると き 、 又は欠けた場合は、 その職務を代理する。
（ 会議）
第７ 条 委員会は、 会⾧が招集する 。
２ 委員会は、 委員の過半数が出席し なければ会議を開く こ と ができ ない。
３ 委員会の議事は、 出席委員の過半数で決する。
４ 会⾧は、 会議における審議の参考に供するため必要と 認める場合には、 委員でない者を 会議
に出席さ せ意見を 述べさ せるこ と ができ る。
（ 庶務）
第８ 条 委員会の庶務は、 企画部において処理する。
（ 補則）
第９ 条 こ の規則に定めるも ののほか、 委員会の運営に関し 必要な事項は、 会⾧が定める。
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回 数 開催年月日 議 題 等

第１ 回 H17.8.2 ・ 跡地利用計画について（ 諮問）
・ 跡地利用計画の経過報告
・ 社会状況の変化、 上位計画改定、 在日米軍再編等の

説明
・ 今後のスケジュ ール

第２ 回 H18.5.25 ・ 「 再編実施のための日米ロード マッ プ」 に関する説
明

・ 平成17年度跡地利用計画基礎調査の概要説明
・ 今後のスケジュ ール

第３ 回 H19.6.4 ・ 平成18年度委託調査業務の概要説明（ 跡地利用計画
策定に向けた戦略プラ ン及び調査事業について）

・ 今後のスケジュ ール

第４ 回 H21.7.30 ・ こ れまでの調査結果概要説明
・ 基本構想（ 案） の策定について
・ 今後のスケジュ ール

第５ 回 H22.2.10 ・ 平成21年度 まちづく り 活動について地主懇談会及
び地主アンケート 調査結果概要

・ 基本構想（ 案） 策定の方向性について
・ 基本構想（ 案） について
・ 今後のスケジュ ール

第６ 回 H22.4.16 ・ 平成21年度 まちづく り 活動について（ 地主懇談会
の概要）

・ 基本構想（ 案） について
・ 今後のスケジュ ール

第７ 回 H22.6.29 ・ 現地視察（ 基地の概要及び地形・ 地区内緑地等の説
明）

・ 今後のスケジュ ール

第８ 回 H23.3.28 ・ 基本計画（ 案） の方向性について
・ 基本計画（ 案） 策定の前提条件
・ 今後のスケジュ ール

回 数 開催年月日 議 題 等

第９ 回 H23.5.20 ・ 基本計画（ 案） の方向性について
（ 資料： 牧港補給地区跡地利用計画策定基礎調査業務

報告書）
・ 方向性の検証
・ 今後のスケジュ ール

第10回 H23.11.30 ・ 基本計画（ 案） の方向性について
・ 地主及び市民アンケート 調査結果の報告
・ 今後のスケジュ ール

第11回 H24.2.21 ・ 基本計画（ 案） の方針について
（ 地区構造・ 土地利用、 公園・ 緑地）
・ 今後のスケジュ ール

第12回 H24.3.28 ・ 基本計画（ 案） の方針について
（ 地区構造・ 土地利用、 交通・ 道路、 公園・ 緑地、 風

景・ 景観、 自然環境）
・ 今後のスケジュ ール

第13回 H24.8.22 ・ 基地内視察（ 基地の概要及び地形の説明等）
・ 今後のスケジュ ール

第14回 H24.12.21 ・ 基本計画（ 案） の策定に向けた検討
・ 「 発展・ 交流」 、 「 防災」 、 「 自然環境」 を柱と し

た複合案について
・ 今後のスケジュ ール

第15回 H25.3.1 ・ 基本計画（ 案） の策定について
（ 地区構造・ 土地利用、 都市機能計画、 交通・ 道路計

画、 公園緑地計画、 風景・ 景観計画、 自然環境計
画）

・ 答申（ 案） について

第16回 H25.3.21 ・ 答申案について
・ 跡地利用基本計画について（ 答申）

 こ れまでに16回開催し 、 平成25年３ 月に現行計画と なる『 跡地利用基本計画』 を策定
 新たな跡地利用計画においては、 第17回がキッ ク オフ



3

令和４ 年度 令和５ 年度

第１ 回（ 第17回）
➢会の目的
➢地区の概要・ 特性・ 課題
➢跡地利用に求めら れる主な

要素と 役割
➢跡地利用計画のコ ンセプト

第２ 回（ 第18回）
➢土地利用方針と ゾーニング
➢企業ニーズの把握
➢周辺地域と の整合性
➢跡地利用計画の素案
➢地元説明会と パブコ メ の実施

第４ 回（ 第20回）
➢跡地利用計画答申案

R4/9月 R5/2月 R5/8月 R6/1月

第３ 回（ 第19回）
➢地元説明会と パブコ メ の

実施結果
➢計画の事業化及び

事業実施に向けた課題

・ 各委員への個別意見聴取
・ 市役所内関係部署への意見聴取
・ 分野ごと の項目検討

・ 地元説明会の開催
・ パブリ ッ ク コ メ ン ト の実施

※審議委員会の開催数 /開催月 /審議内容については、 計画策定の進捗に合わせて変更と なる場合があり ます。



 対象区域は、 牧港補給地区内の約270ha
 返還済み箇所: 約６ ha、 返還予定箇所: 267ha
 土地所有者数は約2, 700人 ※令和3年3月時点
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残余の部分 1 4 2 h a
海兵隊の国外移設後に返還（ 2024年度又はその後）
移設先: キャ ンプ瑞慶覧、 キャ ンプコ ート ニー

倉庫地区の大半を含む部分 1 2 6 h a
県内で機能移設後に返還（ 2025年度又はその後）
移設先: ト リ イ 通信施設、 嘉手納弾薬庫地区、

キャ ンプ瑞慶覧、 キャ ンプコ ート ニー
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 港湾計画の変更
⇒西海岸開発区域と の一体的な計画の整合性をどう 図るか

 浦添ふ頭北側への那覇港湾施設（ 那覇軍港） 代替施設の移設
⇒軍港移設にどう 向き合う か

 統合計画(※)で示さ れた返還時期
⇒２ 年後（ 令和６ 年度） に迫る返還時期

 社会情勢・ 経済状況を踏まえた対応が求めら れる
⇒昨今の発展著し い先端I CT技術
⇒「 誰一人取り 残さ ない」 世界共通の目標(SDGｓ )にどう 取り 組むか
⇒人口構造の変化にどう 対応するか

※沖縄における在日米軍施設・ 区域に関する統合計画
（ 平成25年4月）
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那覇港湾施設代替施設
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 昨今の都市づく り は、 温暖化等の地球環境の変化などに対応し た取組
や、 その解決に寄与する技術革新の導入が注目さ れている。

 また、 こ う し た新たな技術や取組を社会実装するための街中での実証
が必要と さ れている。

 2015年に国連総会において持続可能な開発のための17の目標（ SDG
ｓ ） が採択。 全ての国が取り 組む普遍的な世界共通の目標であり 、 日
本も 積極的に取り 組んでいる。

 カ ーボン・ ニュ ート ラ ル政策の推進

 グリ ーン イ ン フ ラ を 始め環境問題・ 気候
変動への意識の高まり

 自動運転や環境技術等の技術革新と それ
に伴う まち なか実証実験場の需要の高ま
り

 デジタ ル田園都市、 スーパーシティ 、 ス
マート シティ 施策の推進

 ウォ ーカ ブルな空間づく り 等ひと 中心のまちづく り の推進

 ブルーゾーン等、 健康意識の高まり 、 高齢社会への対応

 高付加価値を 生み出す行財政運営の必要性の高まり
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 内閣府による基地跡地の未来に関する懇談会では、 今後返還さ れる在
日米軍施設・ 区域の跡地の利用について、 その核と なる施設・ 機能の
あり う るオプショ ンの検討を行っ ている。

基地跡地の未来に関する懇談会 第一次と り まと め（ 令和２ 年４ 月１ ０ 日） より
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中南部都市圏の跡地利用広域構想（ 2013年1月/沖縄県）

（ 沖縄市、 北谷町、 北中城村、 宜野湾市、 浦添市、 那覇市）

➢「 21世紀ビジョ ン」 に基づき、 中南部の都市圏域づく り の基本方針と し て
“広域的視点に基づいた跡地利用の方向性”が示さ れる

“世界に開かれた平和で安ら ぎと 活力のある中南部都市圏”

 返還予定地の整備コ ンセプト

牧港補給地区 キャ ンプ桑江南側地区 陸軍貯油施設第１ 桑江タ ンク フ ァ ーム

「 人・ 海・ 文化を活かし た国際的エ
ンタ ーテイ メ ント 都市」

「 沖縄ら し い賑わいと 快適な都市生
活を享受でき る職住接近のコ ンパク
ト シティ 」

「 自然緑地に包まれた潤いのある住
宅地」

キャ ンプ瑞慶覧 普天間飛行場 那覇港湾施設

「 優れた居住環境と 交通結節機能を
活かし た新生活環境都市」

「 平和シンボルの国際的高次都市機
能を備えた多機能交流文化拠点都市
－新たな沖縄の進行拠点ー

「 沖縄の玄関口にふさ わし い交流・
交易型ウォ ータ ーフ ロント 都市」
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・ 牧港補給地区と 国立劇場おき なわを
中心と し た文化交流拠点を含む「 新
都市形成ゾーン」

・ 西海岸埋立区域等と 連携し た本市の
まちづく り を牽引する地域と し て、
隣接する海や国立劇場おき なわを 活
かし たリ ゾート コ ンベンショ ン産業、
文化産業、 健康・ 医療産業等の集積
や土地的利便性を活かし た快適な居
住空間の形成、 シンボルロード の形
成等を 図る。

・ 歴史・ 文化を 育み、 人々の生活を優
し く 囲みこ むク サティ 森を保全・ 育
成すると と も に、 ク サティ 森と 公園、
河川、 学校等の主要な公共施設や、
海岸線の緑化を 図り 、 緑の両翼軸な
る環状緑地帯を 形成する。

・ 牧港補給地区跡地北側においては、
海浜に親し めるレク リ エーショ ン空
間の形成を 図ると と も に、 カ ーミ ー
ジー、 空寿崎周辺においては、 豊か
な海浜環境を活用し た環境学習の場
の形成を促進する。

・ 中南部都市圏の主要な幹線道路であ
る国道58号など南北方向の広域幹線
道路、 こ れら を補完する骨格道路網
が形成さ れており 、 現在、 沖縄西海
岸道路、 臨港道路と いっ た広域幹線
道路の整備が進行中

・ 西海岸道路および臨港道路浦添線に
ついては、 管理者と 協議の上、 景観
重要公共施設と し ての指定を 目指す
※西海岸景観地区の指定（ R3 . 9月）

土地利用ゾーニング 自然環境保全及び都市環境形成方針 道路交通方針図

『 都市計画マスタ ープラ ン』 （ 平成25年1月/浦添市）
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 那覇港湾⾧期構想に基づく 埋立計画、 那覇港湾施設を移設予定
 国道58号沿道に商業用地、 地区南側の周辺に産業系用地、 地区北側

に緑地が分布
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 国道58号側の高台部(標高20～31m )と 沿岸部(標高1～10m )から 構成
 地区内には貝塚や墓群が存在

参考: 牧港補給地区埋蔵文化財調査基本計画策定業務
（ H24年3月/浦添市教育委員会）
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字名 面積（ 割合） 筆数（ 割合）

港川 6. 8ha（ 2 . 6％） 188筆（ 3. 5％）

城間 105. 5ha（ 40 . 1％） 2, 354筆（ 43. 6％）

屋富祖 47. 1ha（ 17. 9％） 827筆（ 15. 3％）

宮城 41. 8ha（ 15. 9％） 808筆（ 15. 0％）

仲西 34. 6ha（ 13 . 2％） 703筆（ 13. 0％）

小湾 24. 8ha（ 9 . 4％） 513筆（ 9. 5％）

勢理客 825㎡ 3筆

西洲 2.5ha 2筆

注１ ） カ ッ コ 内数値は小字数を 表す
注２ ） 大字のう ち 、 西洲は非表示
注３ ） 令和3年1月時点の登記簿から 算出
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※令和3年1月時点の登記簿から 算出
※市域1, 948haに占める割合≒14 . 0％

合 計

内 訳 面積(ha) 構成(% ) 筆 数

263 . 3 100 5 , 398

 公有地の割合は、 地区全体の12.6％で33 . 2haである。

国有地

県有地

市有地

18. 0 6 . 8 265

3 . 1 1 . 2 129

12 . 1 4 . 6 584

公
有
地

民有地 230 . 1 87. 4 4 , 420
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585 

1,026 

911 

764 

458 

802 

344 

81 68 
36 

76 

32 

120 

36 
16 12 12 3 4 12 

10.8%

29.8%

46.7%

60.9%

69.4%

84.2%

90.6%

92.1%

93.3%

94.0%

95.4%

96.0%

98.2%

98.9%

99.2%

99.4%

99.6%

99.7%

99.8%

100.0%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

0

200

400

600

800

1000

1200

100 200 300 400 500 800 1000 1100 1200 1300 1400 1500 2000 2500 3000 3500 4000 4500 5000 次の級

頻度 累積 %

筆数

※令和3年3月時点の登記簿から 算出

 1 , 000㎡以下の土地で、 地区面積全体の９ 割を占める。
 200㎡以下の土地※が地区全体の３ 割を占める。

※土地区画整理事業の減歩後の面積によっ ては自己活用が困難と なる可能性がある
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181 , 508. 51  

137 , 219. 06  

1 , 008 , 995 . 66  

1 , 159 , 913. 92 

9 , 372 . 08 

118 , 63…

1, 632 . 00 

6 , 153 . 00 

6 , 401. 00 
2 , 411. 00 

1 , 034 . 00 
0

200 , 000

400 , 000

600 , 000

800 , 000

1 , 000 , 000

1 , 200 , 000

宅地 原野 雑種地 畑 山林 墓地 ため池 池沼 田 堤 公衆用道路

㎡

44. 0%

6 . 9%

38 . 3%

5 . 2%
4 . 5%

筆数: 598

筆数: 1 , 943

筆数: 422

筆数: 1 , 748

筆数: 631

筆数: 34

地積: 2 , 633 , 275 . 04㎡

筆数: 5 , 398

※令和3年3月時点の登記簿から 算出
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120, 792. 29 

30, 882 . 45 

3 , 885 . 00 5 , 335. 01 

79, 715 . 81  

90, 814 . 27 

0

20 , 000

40 , 000

60 , 000

80 , 000

100 ,000

120 ,000

140 ,000

浦添市 沖縄県 国交省 財務省 財務省大臣官房 内閣府

㎡

注1)  カ ッ コ 内数値は筆数を表す

(584)

(129 )

(13) ( 12)

(91)

( 149 )

地積合計: 33１ , 424 . 83㎡

筆数: 978

※令和3年3月時点の登記簿から 算出
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 外部講師等による講演会

 県内先進地視察

 跡地利用計画に対する提言書の作成

 県外先進地視察（ 今年度予定）

◆チームまき ほ2 1 （ 地主会若手組織） の活動支援

◆土地の先行取得事業

【 概要】
跡地利用特措法に基づき 、 駐留軍用地の返還に先行し て、

将来必要な公共用地を確保するこ と を目的と する。

目 的: 公園・ 緑地用地
目標面積: 30ha
取得面積: 約17 . 4ha（ R4取得予定分含む）
財 源: 一括交付金（ 147億円）
期 間: 平成28年度～令和13年度



 都市計画マスタ ープラ ンにおいて、
新都市形成ゾーンと し て、 下記の
形成が求めら れている。

 リ ゾート コ ンベンショ ン産業
 文化産業
 健康・ 医療産業等の集積
 都市的利便性を活かし た居住空間
 シンボルロード の形成 等 20

 世界共通の目標と し て、 持続
可能な開発目標（ SDGｓ ） に
向けた取組の推進

 カ ーボン・ ニュ ート ラ ル政策
の推進

 グリ ーンイ ンフ ラ を始め環境
問題・ 気候変動への意識の高
まり

 自動運転や環境技術等の技術
革新と それに伴う まちなか実
証実験場の需要の高まり

 デジタ ル田園都市、 スーパー
シティ 、 スマート シティ 施策
の推進

 ウォ ーカ ブルな空間づく り 等
ひと 中心のまちづく り の推進

 ブルーゾーン等、 健康意識の
高まり 、 高齢社会への対応

 高付加価値を生み出す行財政
運営の必要性の高まり

社会潮流

 中南部広域構想
人・ 海・ 文化を活かし た

国際的エンタ ーテイ メ ント 都市

 沖縄における新たな産業の確立

沖縄県

 沖縄⾧寿健康医療都市
ーメ ディ コ ン・ ヒ ルー

 沖縄先端実験都市
ーシリ コ ン・ リ ーフ ー

跡地未来懇（ 内閣府）

 自然環境の活用、 歴史
文化の活用、 産業拠点、
都市型リ ゾート 、 地権
者の協働、 地権者の生
活利便性の確保

 自己利用を 望む割合が
減少傾向

地権者

浦添市

 那覇空港に近接

 那覇港の港湾区域に含
まれる

 沖縄の南北を 繋ぐ 動線
である国道58号と 西海
岸道路に隣接

 周辺が市街地に囲まれ
た経済・ 生活の中心

 リ ゾート 地沖縄の西海
岸の海に面する立地

 地区が高台部と 低地の
沿岸部から なる

立地特性
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完全自動運転が実現する未来を拓く 、
新たな都市基盤と ラ イ フ スタ イ ルのあり 方を導く 、

技術革新のリ ーディ ング拠点

私たちの暮ら し をと り まく 地球環境は、 温暖化や異常気象等大き く 変化し ており 、 自然環境
の維持・ 保全が強く 求めら れており ます。 そのため、 こ れら の解決に多大な影響を 及ぼすエネ
ルギーや自動運転の技術革新が起き よう と し ています。 技術革新は、 やがて社会実装さ れ私た
ちの暮ら し は大き く 変化するこ と が予想さ れます。

本地区は、 豊かな自然と 空港や港湾に近接する 立地特性を 活かし 、 こ う し た社会変化に対し
て、 新し い都市のあり 方をリ ード する研究・ 産業の拠点を 目指し ます。

沖縄ら し い自然、 街並み、 風景の魅力のも と に、 技術革新の社会実装を いち早く 経験するこ
と で、 多く の人が集まり 、 健康に暮ら し 、 学び、 遊びの中から 、 先端技術を 体験し 、 新たな技
術やモノ ･サービスが生まれる都市を 目指し ます。


